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１．はじめに 

 従来、お守りとは「神社の護符をみにつけて、

悪霊を防ぐもの」とされており、江戸時代に懐に

入れて肌身離さず持ち歩くことから広まった。し

かし、近年ではお守りをご利益以外に外装への力

を入れているものが増加している。そこで本稿で

は、多くの人に手に取ってもらえるようなお守り

のデザインを提案する。 

 

２．研究目的 

 本研究では、お守りへの関心を高めること、お

守りがもっと身近に感じられるようにして行くこ

とを目的とする。 

 

３．調査内容 

3.1 お守りの形状 

現在、神社で受けることができるお守りの形状

は多種多様化している。お守りの一般的なイメー

ジは、「懸守」と呼ばれる錦の小袋に神札を納めた

ものが多い。一方でこどものお守りとして「背守

り」と呼ばれる着物 2 の背中に色糸で飾り縫いを

したものや、布袋に小豆やお札を入れたものもあ

る。 

 

3.2 なぜお守りを持つのか 

お守りとは本来、神社に参拝することができな

い遠方の人々のために作られ、人々の生活に密着

していた 3。しかし、現在ではお守りの本来の意

図を理解せず、所持することに意味があると考え

ている人が多い。そこで、大学生・大学院生 25

人にアンケートをとった 1。 

 

3.3 調査結果 

全体の 85%の人が何らかのお守りを持っている

と回答した。 

 

 図１ お守りを持っている人と持っていない人 

 

図１にお守りの所持と信仰の有無を示す。図１

より、お守りを所持している人は全体の 85[％]い

るが、所持している人の中で信仰している人はわ

ずか 15[％]程しかいないことが分かる。このこと

より、お守りを持つ意味と信仰心の関係性は薄い

ことが分かった。 

図 2 お守りを貰った人と自分で買った人 

 

図 2 は～を示す。図 2 より、自身で神社や寺で

受けるより、親戚といった身近な年上の人から頂

く割合が多いことが分かった。大学生の年齢層（19

～24）ではお守りを人にあげた経験よりも貰った



経験の方が多いことが分かった。 

 

    図 3 お守りを持ち続ける理由 

 

図3にお守りを所持する理由を示す。図3より、

なぜ貰ったお守りを持ち続けているのかという質

問に対し、「もらったものだから大事にしたい」「効

用を期待したいから」等といった回答が挙げられ

た。  

 

４．調査結果と現状分析 

 これらの研究結果をもとに、お守りとはご利益

の有無ではなく送り手と貰い手の気持ちのコミュ

ニケーションであること、また安心感があるから

だというのがわかった。また、現在の若者はお守

りを持つことによるご利益は信仰からくるもので

はなく、人から頂いたものを大切にしようという

人とのつながりからくるものであることが推測で

きる。 

 お守りのご利益は神社によって異なっていた。

つまりお願いする内容によってお守りの形を変え

るということは今ほどではなかった。しかし近年

ではあらゆるお守りの身に着け方を具体的に対応

する形となった。お守りは多種類に細分化し、様々

な霊験種類のお守りが一つの神社で手に入るよう

になり、その形状も多様化している。 

 

5．提案物と試作展開 

 これまで調査してきた内容を踏まえ、今回私は 

送り手と貰い手のコミュニケーションを生み出す 

・身につけやすいアクセサリー感覚のお守り 

・日常的に使われやすいものにも展開するお守り 

を提案する。 

ターゲット層は中学生、高校生、大学生といった

若年層を中心に考えており、提案物もそのターゲ

ットに合わせた色合いにする予定だ。またアクセ

サリー感覚のものにする為に小袋型ではなく家財

結びを利用したブレスレット状のものを図 4 に提

案する。試作の段階では水引やヘアゴムを使用し、

結び方や見栄え、素材などを検証している。 

 

6．まとめ 

 本稿では、立命館大学人間科学研究所で調べた

結果等を元に調査を行い以下のことがわかった。 

① お守りの種類は多種多様であること 

② 若年層の人達にはお守りへの関心が尐なかっ

たこと 

③ 送り手と貰い手の気持ちのコミュニケーショ

ンであること 

今後の展開として、提案物に沿って試作を重ねて

いき、最終提案として色合いと素材などを決定し

て行く予定だ。 
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